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世
世
得
善
智
識 

「
世
世
に
善
智
識
を
得
る
」 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２5 年   

令和 7 年 乙巳  

12月   日   

先負 胃 

旧 10月 12日   

月曜    1 

雲
雷
宿
王
華
智
仏
は
妙
荘
厳
王
に
何
度
生
ま
れ
変
わ
っ

て
も
善
智
識
に
会
う
だ
ろ
う
と
告
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

｢
世
世｣

に
と
は
、
前
世
で
善
行
を
積
ん
だ
縁
で
現
世
で
、

二
人
の
息
子
と
い
う
善
智
識
に
会
い
、
仏
の
教
え
に
出
会

い
授
記
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
生
ま
れ
変
わ
っ
た
後

の
世
に
お
い
て
も
ま
た
善
智
識
に
会
い
、
ま
す
ま
す
善
い

方
向
に
行
く
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。 

善
行
の
積
み
重
ね
て
行
け
ば
、
何
度
生
ま
れ
変
わ
っ
て
も

そ
の
報
い
が
現
れ
る
の
は
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。 

妙
法
蓮
華
経
妙
荘
厳
王
本
事
品
第
二
十
七 
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不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

日   

 仏滅 昴 

旧 10月 13日   

火曜    2 

善
智
識
を
得
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
何
よ
り
貴
い
こ
と

で
あ
り
、
自
分
一
人
で
で
き
る
こ
と
で
は
な
く
、
過
去
世

か
ら
の
善
行
の
積
み
重
ね
が
あ
っ
て
こ
そ
の
こ
と
だ
と

わ
き
ま
え
、
今
を
大
切
に
生
き
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

妙
荘
厳
王
の
二
人
の
息
子
は
、す
で
に
過
去
世
に
お
い
て

多
く
の
仏
さ
ま
に
お
仕
え
し
て
、苦
悩
に
満
ち
た
こ
の
世

に
生
ま
れ
、
父
王
や
大
勢
の
人
々
を
導
き
ま
し
た
。 

そ
の
息
子
た
ち
に
会
え
た
こ
と
も
前
世
の｢

大
因
縁｣

に

あ
り
感
謝
を
忘
れ
ぬ
よ
う
に
と
諭
さ
れ
た
の
で
す
。 

   

善
智
識
者 

是
大
因
縁 

 

「
善
智
識
に
会
え
た
の
は
、
前
世
の
大
因
縁
に
よ
る
」 

妙
法
蓮
華
経
妙
荘
厳
王
本
事
品
第
二
十
七 

２０２5 年   

令和 7 年 乙巳  

12月 
ぜ
ん 

 

ち 

し
き 

し
ゃ 
 

 
 

ぜ 
 

だ
い 

い
ん 

ね
ん 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

12 月   日   

 大安 畢 

旧 10月 14日   

水曜    3  
仏
さ
ま
に
は
一
切
衆
生
を
救
う
た
め
の
功
徳
と
智
慧
が

具
わ
り
、
そ
の
徳
が
お
姿
に
現
れ
て
き
ま
す
。 

頂
上
肉
髻 

光
明
顕
照…

頭
の
中
央
の
高
ま
り
が
輝
く 

其
眼
長
広 

而
紺
青
色…

目
は
長
く
広
く
紺
青
で
あ
る 

眉
間
毫
相 
白
如
珂
月…

眉
間
の
白
毫
は
満
月
の
如
し 

歯
白
斉
密 
常
有
光
明…

歯
は
白
く
光
り
白
く
輝
く 

唇
色
赤
好 

如
頻
婆
果…

唇
は
赤
く
果
実
の
如
し 

仏
さ
ま
の
徳
は
容
姿
に
現
れ
、
そ
れ
を
見
た
者
に
大
き
な

感
化
を
与
え
る
の
で
す
。 

  

以
功
徳
智
慧
故 

「
仏
さ
ま
の
功
徳
と
智
慧
が
容
姿
に
現
れ
る
」 

妙
法
蓮
華
経
妙
荘
厳
王
本
事
品
第
二
十
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不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２5 年   

令和 7 年 乙巳 

12 月   日   

 赤口 觜    

旧 10月 15日   

木曜    4  
教
え
を
守
り
、
戒
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
は
、
窮
屈
で
面

倒
な
こ
と
の
よ
う
に
思
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

苦
悩
は
煩
悩
が
原
因
と
な
っ
て
起
き
る
も
の
、
そ
の
煩

悩
を
除
く
た
め
に
教
え
や
戒
が
与
え
ら
れ
心
の
安
穏
が

得
ら
れ
る
の
で
す
か
ら
、
有
難
く
教
え
と
戒
を
い
た
だ

き
た
い
も
の
で
す
。 

苦
い
薬
を
飲
ん
で
病
が
治
る
よ
う
に
、
は
じ
め
は
面
倒

だ
と
思
っ
て
も
信
仰
が
生
活
の
一
部
と
な
れ
ば
、
安
穏

な
日
常
が
得
ら
れ
る
の
で
す
。 

   

教
戒
所
行 

安
穏
快
善 

 

「
教
戒
の
所
行 

安
穏
快
善
な
り
」 

 

妙
法
蓮
華
経
妙
荘
厳
王
本
事
品
第
二
十
七 

き
ょ
う
か
い 

し
ょ
ぎ
ょ
う 
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の
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け 

ぜ
ん 

 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

12月   日   

 先勝 参    

旧 10月 16日   

金曜    5  
仏
に
成
れ
る
と
授
記
を
い
た
だ
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、

煩
悩
に
満
ち
た
自
分
の
心
に
随
わ
な
い
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
、
妙
荘
厳
王
は
誓
い
ま
し
た
。 

仏
に
成
れ
る
と
言
わ
れ
て
安
心
し
て
、
自
分
の
小
さ
な

心
に
引
き
ず
ら
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。 

邪
見(

自
分
中
心
に
も
の
を
考
え
る)

、
驕
慢(

わ
か
っ
た

つ
も
り
に
な
る)
、
瞋
恚(

瞋
り
散
ら
す)

な
ど
の
悪
心
を

起
こ
さ
ず
、
仏
さ
ま
の
恩
に
報
い
る
た
め
に
努
め
る
こ

と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
教
訓
で
す
。 

   

不
復
自
随
心
行 

「
自
ら
の
心
行
に
随
わ
な
い
」 

 

妙
法
蓮
華
経
妙
荘
厳
王
本
事
品
第
二
十
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不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

12 月   日   

   友引 井   

旧 10月 17日   

土曜    6  
お
釈
迦
さ
ま
は
、
過
去
の
妙
荘
厳
王
は
今
こ
の
会
座
に
い

る
華
徳
菩
薩
で
あ
り
、
浄
徳
夫
人
は
今
こ
こ
で
周
囲
を
照

ら
し
て
い
る
荘
厳
相
菩
薩
で
あ
る
と
告
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

『
提
婆
達
多
品
』
の
龍
女
成
仏
、『
勧
持
品
』
の
摩
訶
波

闍
波
提
比
丘
尼
と
耶
輸
陀
羅
比
丘
尼
の
授
記
と
同
じ
よ

う
に
、
女
性
で
あ
る
浄
徳
夫
人
も
男
女
の
差
別
な
く
菩
薩

と
な
り
、
仏
の
救
い
が
届
く
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

一
切
衆
生
が
分
け
隔
て
な
く
救
わ
れ
る
と
い
う
仏
教
の

精
神
が
説
か
れ
て
い
る
部
分
で
す
。 

  

妙
荘
厳
王 

豈
異
人
乎 

今
華
徳
菩
薩
是 

其
浄
徳
夫
人 

今
佛
前
光
照 

荘
厳
相
菩
薩
是 

「
妙
荘
厳
王
は
華
徳
菩
薩
、
浄
徳
夫
人
は
荘
厳
相
菩
薩
」 

 

「
」 

 

妙
法
蓮
華
経
妙
荘
厳
王
本
事
品
第
二
十
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み
ょ
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し
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う
ご
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こ
ん
け
と
く
ぼ
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ぜ 

ご
じ
ょ
う
と
く
ぶ
に
ん 

こ
ん
ぶ
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ぜ
ん 

こ
う
し
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う
し
ょ
う
ご
ん
そ
う
ぼ
さ
つ
ぜ 
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法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳 

12月   日   

 先負 鬼  

旧 10月 18日   

日曜    7  
お
釈
迦
さ
ま
は
、
浄
蔵
・
浄
眼
の
兄
弟
は
、
今
の
薬
王
菩

薩
と
薬
上
菩
薩
で
あ
る
と
告
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

子
が
親
を
諭
し
、
身
近
な
家
族
を
正
し
い
信
仰
に
導
く

こ
と
の
難
し
さ
と
尊
さ
が
本
品
に
説
か
れ
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
前
世
の
善
行
が
現
世
・
未
来
世
へ
と
つ
な
が
り
、

や
が
て
仏
に
成
る
道
の
り
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。 

日
蓮
聖
人
は
、
念
仏
信
者
の
父
を
法
華
経
信
仰
に
導
い

た
池
上
兄
弟
を
浄
蔵
・
浄
眼
に
な
ぞ
ら
え
、
「
薬
王
・
薬

上
の
二
人
か
」
と
、
池
上
兄
弟
を
激
励
さ
れ
ま
し
た
。 

  

其
二
子
者
。 

今
薬
王
菩
薩
。
薬
上
菩
薩
是 

「
浄
蔵
・
浄
眼
の
兄
弟
は
、
今
の
薬
王
菩
薩
と
薬
上
菩
薩
で
あ
る
」 

 

妙
法
蓮
華
経
妙
荘
厳
王
本
事
品
第
二
十
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ご 
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ゃ 

大雪   

こ
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や
く
お
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若
善
男
子
。
善
女
人
。
種
善
根
故
。
世
世
得
善
知
識
。
其
善
知
識
。
能
作
佛
事
。
示
教
利
喜
。
令

入
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
。
大
王
。
当
知
。
善
知
識
者
。
是
大
因
縁
。
所
謂
化
導
。
令
得
見
佛
。

発
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
。
大
王
汝
見
。
此
二
子
不
。
此
二
子
。
已
曽
供
養
。
六
十
五
百
千
万

億
。
那
由
佗
。
恒
河
沙
諸
佛
。
親
近
恭
敬
。
於
諸
佛
所
。
受
持
法
華
経
。
愍
念
邪
見
衆
生
。
令
住

正
見
。
妙
荘
厳
王
。
即
従
虚
空
中
下
。
而
白
佛
言
。
世
尊
。
如
来
甚
希
有
。
以
功
徳
智
慧
故
。
頂

上
肉
髻
。
光
明
顕
照
。
其
眼
長
広
。
而
紺
青
色
。
眉
間
毫
相
。
白
如
珂
月
。
歯
白
斉
密
。
常
有
光

明
。
唇
色
赤
好
。
如
頻
婆
果
。
爾
時
妙
荘
厳
王
。
讃
歎
佛
如
是
等
。
無
量
百
千
万
億
功
徳
已
。
於

如
来
前
。
一
心
合
掌
。
復
白
佛
言
。
世
尊
。
未
曽
有
也
。
如
来
之
法
。
具
足
成
就
。
不
可
思
議
。

微
妙
功
徳
。
教
戒
所
行
。
安
穏
快
善
。
我
従
今
日
。
不
復
自
随
心
行
。
不
生
邪
見
。
憍
慢
瞋
恚
。

諸
悪
之
心
。
説
是
語
已
。
礼
佛
而
出
。
佛
告
大
衆
。
於
意
云
何
。
妙
荘
厳
王
。
豈
異
人
乎
。
今
華

徳
菩
薩
是
。
其
浄
徳
夫
人
。
今
佛
前
。
光
照
荘
厳
相
菩
薩
是
。
哀
愍
妙
荘
厳
王
。
及
諸
眷
属
故
。

於
彼
中
生
。
其
二
子
者
。
今
薬
王
菩
薩
。
薬
上
菩
薩
是
。
是
薬
王
薬
上
菩
薩
。
成
就
如
此
。
諸
大

功
徳
。
已
於
無
量
。
百
千
万
億
諸
佛
所
。
植
衆
徳
本
。
成
就
不
可
思
議
。
諸
善
功
徳
。
若
有
人
識
。

是
二
菩
薩
名
字
者
。
一
切
世
間
。
諸
天
人
民
。
亦
応
礼
拝
。
佛
説
是
妙
荘
厳
王
本
事
品
時
。
八
万

四
千
人
。
遠
塵
離
垢
。
於
諸
法
中
。
得
法
眼
浄 

 

法華経 日めくり 令和７年（2025）12 月① 
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２０２５年   

令和 7 年 乙巳 

12月   日   

 仏滅 柳 

旧 10月 19日   

月曜    8

7  

｢

法
眼｣

と
は
五
眼
の
一
つ
。 

①
肉
眼…

凡
夫
の
肉
眼
、
た
だ
も
の
の
形
態
を
見
る 

②
天
眼…

普
通
の
人
に
は
見
え
な
い
物
ま
で
見
る
力 

③
慧
眼…

な
ぜ
迷
い
が
起
る
か
を
明
ら
か
に
知
る
力 

④
法
眼…
皆
が
仏
に
成
る
こ
と
を
見
極
め
る
力 

⑤
仏
眼…

す
べ
て
を
間
違
い
な
く
正
し
く
見
る
力 

自
分
一
人
が
仏
に
成
る
の
で
は
な
く
、
皆
を
仏
に
す
る
た

め
に
力
を
尽
く
し
、
そ
れ
を
大
き
な
喜
び
と
な
る
心
持
ち

が
具
わ
る
こ
と
を｢

法
眼
浄
を
得
た｣

と
い
う
の
で
す
。 

  

得
法
眼
浄 

「
法
眼
浄
を
得
た
」 

 

妙
法
蓮
華
経
妙
荘
厳
王
本
事
第
二
十
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２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

12 月   日   

 大安 星 

旧 10月 20日   

火曜    9  
普
賢
菩
薩
は
文
殊
師
利
菩
薩
と
と
も
に
お
釈
迦
さ
ま
の

脇
士
と
し
て
救
済
活
動
を
援
助
す
る
菩
薩
で
す
。 

六
牙
の
白
象
に
乗
っ
て
お
釈
迦
さ
ま
の
右
方
に
侍
し
、

｢

理｣
を
司
る
の
が
普
賢
菩
薩
、
左
方
で
師
子
に
乗
り

｢

智｣

を
司
る
の
が
文
殊
師
利
菩
薩
で
す
。 

法
華
経
は
、『
序
品
第
一
』
の
文
殊
・
弥
勒
の
問
答
に
始

ま
り
、『
普
賢
菩
薩
勧
発
品
第
二
十
八
』
の
普
賢
菩
薩
の

行
者
守
護
を
も
っ
て
閉
じ
ら
れ
ま
す
。 

｢

智｣

で
始
ま
り｢

理｣

で
終
わ
る
の
で
す
。 

  

普
賢
菩
薩 

「
普
賢
菩
薩
は
理
を
司
る
」 

 

妙
法
蓮
華
経
普
賢
菩
薩
勧
発
品
第
二
十
八 

    

ふ 
 

 

げ
ん 

 
 

ぼ 
 

 

さ
つ 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

12月   日   

 赤口 張    

旧 10月 21日   

水曜    10  
｢

勧
発｣

と
は
、
人
に
勧
め
て
仏
道
を
求
め
る
心
を
起
こ

さ
せ
る
こ
と
で
す
。 

仏
さ
ま
の
教
え
を
信
じ
、
実
践
し
よ
う
と
決
心
し
た
人

に
普
賢
菩
薩
が
力
を
添
え
る
の
が
『
勧
発
品
』
で
す
。 

普
賢
菩
薩
が
司
る｢

理｣

と
は
、
絶
対
の
真
理
・
す
べ
て
の

物
を
貫
く
真
実
の
こ
と
で
す
。 

そ
の｢

理｣

が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
一
切
衆
生
を
導
こ
う

と
い
う
力
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。 

普
賢
菩
薩
は｢

理｣

を
求
め
る
力
を
添
え
る
の
で
す
。 

  

勧
発 

「
人
に
勧
め
て
仏
道
を
求
め
る
心
を
起
こ
さ
せ
る
」 

妙
法
蓮
華
経
普
賢
菩
薩
勧
発
品
第
二
十
八 

    

か
ん 

 

ほ
つ 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳 

12月   日   

 先勝 翼 

旧 10月 22日   

木曜    11  
｢

威
徳
名
聞｣

と
は
感
化
す
る
力
の
こ
と
で
す
。 

徳
が
高
け
れ
ば
自
ず
か
ら
周
囲
を
動
か
し
、
そ
の
名
も

広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

宣
伝
広
告
を
し
て
名
前
を
売
る
こ
と
と
違
い
、
仏
さ
ま

の
教
え
に
帰
依
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
具
わ
っ
た
威
徳

が
周
囲
を
感
化
し
、
世
の
中
を
善
く
し
て
、
そ
の
名
も

聞
こ
え
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

普
賢
菩
薩
は｢

威
徳
名
聞｣

を
以
て
多
く
の
菩
薩
た
ち

を
引
き
連
れ
て
東
方
か
ら
や
っ
て
き
た
の
で
す
。 

   

威
徳
名
聞 

「
威
徳
が
周
囲
を
感
化
し
、
そ
の
名
も
聞
こ
え
る
」 

 

妙
法
蓮
華
経
普
賢
菩
薩
勧
発
品
第
二
十
八 

   

い 
 

 

と
く 

 

み
ょ
う 

も
ん 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

12月   日   

 友引 軫 

旧 10月 23日   

金曜    12  
普
賢
菩
薩
は
東
方
の
宝
威
徳
上
王
仏
の
国
か
ら
娑
婆
世

界
の
お
釈
迦
さ
ま
の
も
と
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。 

｢
宝
威
徳
上
王
仏｣

と
は
、
徳
が
非
常
に
高
く
、
周
囲
を
救

う
大
き
な
力
を
具
え
た
仏
と
い
う
意
味
で
す
。 

宝
威
徳
上
王
仏
が
治
め
る
国
は
安
穏
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
娑
婆
世
界
は
世
相
が
険
悪
で
人
心
は
荒
ん
で
お
り
、

そ
の
娑
婆
世
界
で
法
華
経
を
説
き
人
々
を
救
お
う
と
さ

れ
て
い
る
お
釈
迦
さ
ま
を
慕
い
、
力
を
尽
く
そ
う
と
や
っ

て
き
た
の
が
普
賢
菩
薩
で
す
。 

  

宝
威
徳
上
王
仏
国 

「
宝
威
徳
上
王
仏
の
国
か
ら
来
た
普
賢
菩
薩
」 

 
 

 
 

妙
法
蓮
華
経
普
賢
菩
薩
勧
発
品
第
二
十
八 

    

ほ
う 

 
 

い 
 

 

と
く 
 

じ
ょ
う 

 

お
う 

 

ぶ
っ 

 

こ
く 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

12月   日   

 先負 角 

旧 10月 24日   

土曜    13  
  

於
如
来
滅
後 

云
何
能
得 

是
法
華
経 

 

「
如
来
の
滅
後
に
い
か
に
し
て
法
華
経
を
伝
え
る
か
」 

 

妙
法
蓮
華
経
普
賢
菩
薩
勧
発
品
第
二
十
八 

   

お 

に
ょ
ら
い 

め
つ
ご 

お
釈
迦
さ
ま
が
在
世
の
う
ち
は
、
直
接
説
法
を
聞
き
感
化

さ
れ
る
人
が
溢
れ
て
い
る
の
で
心
配
は
な
い
が
、
御
入
滅

さ
れ
て
年
月
が
経
つ
と
、
世
の
中
は
険
悪
と
な
り
法
華
経

の
精
神
を
伝
え
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
き
ま
す
。 

滅
後
に
法
華
経
を
伝
え
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

の
か
を
伺
い
た
い
と
、
普
賢
菩
薩
は
お
釈
迦
さ
ま
の
も
と

に
や
っ
て
き
ま
し
た
。 

法
華
経
の
最
後
の
『
勧
発
品
』
に
お
い
て
、
滅
後
の
弘
教

に
つ
い
て
明
確
に
示
さ
れ
る
の
で
す
。 

う
ん
が 

に
ょ
と
く 
 

 

ぜ
ほ
っ
け
き
ょ
う 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

12月   日   

 仏滅 亢 

旧 10月 25日   

日曜    14  
｢

成
就
四
法｣

と
は
末
法
の
世
に
お
い
て
法
華
経
の
精
神

を
持
ち
続
け
、
世
に
弘
め
る
た
め
の
四
つ
の
心
得
で
す
。 

①
諸
仏
護
念…

諸
仏
に
護
ら
れ
て
い
る
と
信
じ
る
こ
と 

②
植
諸
徳
本…

徳
を
積
む
よ
う
に
心
が
け
る
こ
と
。 

③
入
正
定
聚…

正
し
い
教
え
を
見
定
め
て
、
必
ず
仏
に
成

る
と
決
心
し
た
者
の
仲
間
に
入
る
こ
と
。 

④
発
救
一
切
衆
生
之
心…

一
切
衆
生
を
救
お
う
と
発
心

す
る
こ
と
。 

四
法
を
心
得
て
、
仏
滅
後
も
弘
教
に
励
み
ま
し
ょ
う
。 

  

成
就
四
法 

「
法
華
経
の
精
神
を
持
ち
弘
め
る
た
め
の
四
つ
の
心
得
」 

 

妙
法
蓮
華
経
普
賢
菩
薩
勧
発
品
第
二
十
八 

    

じ
ょ
う 

じ
ゅ 

 
 

し 
 

 

ほ
う 



不変山 永寿院 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

妙
法
蓮
華
経
普
賢
菩
薩
勧
発
品
第
二
十
八 

爾
時
普
賢
菩
薩
。
以
自
在
神
通
力
。
威
徳
名
聞
。
与
大
菩
薩
。
無
量
無
辺
。
不
可
称
数
。
従
東
方

来
。
所
経
諸
国
。
普
皆
震
動
。
雨
宝
蓮
華
。
作
無
量
百
千
万
億
。
種
種
伎
楽
。
又
与
無
数
諸
天
。

龍
。
夜
叉
。
乾
闥
婆
。
阿
脩
羅
。
迦
楼
羅
。
緊
那
羅
。
摩
睺
羅
伽
。
人
非
人
等
。
大
衆
囲
繞
。
各

現
威
徳
。
神
通
之
力
。
到
娑
婆
世
界
。
耆
闍
崛
山
中
。
頭
面
礼
釈
迦
牟
尼
佛
。
右
繞
七
帀
。
白
佛

言
。
世
尊
。
我
於
宝
威
徳
上
王
佛
国
。
遥
聞
此
娑
婆
世
界
。
説
法
華
経
。
与
無
量
無
辺
。
百
千
万

億
。
諸
菩
薩
衆
。
共
来
聴
受
。
唯
願
世
尊
。
当
為
説
之
。
若
善
男
子
。
善
女
人
。
於
如
来
滅
後
。

云
何
能
得
。
是
法
華
経
。
佛
告
普
賢
菩
薩
。
若
善
男
子
。
善
女
人
。
成
就
四
法
。
於
如
来
滅
後
。

当
得
是
法
華
経
。
一
者
為
諸
佛
護
念
。
二
者
植
諸
徳
本
。
三
者
入
正
定
聚
。
四
者
発
救
一
切
衆
生

之
心
。
善
男
子
。
善
女
人
。
如
是
成
就
四
法
。
於
如
来
滅
後
。
必
得
是
経
。
爾
時
普
賢
菩
薩
。
白

佛
言
。
世
尊
。
於
後
五
百
歳
。
濁
悪
世
中
。
其
有
受
持
。
是
経
典
者
。
我
当
守
護
。
除
其
衰
患
。

令
得
安
穏
。
使
無
伺
求
。
得
其
便
者
。
若
魔
。
若
魔
子
。
若
魔
女
。
若
魔
民
。
若
為
魔
所
著
者
。

若
夜
叉
。
若
羅
刹
。
若
鳩
槃
荼
。
若
毘
舎
闍
。
若
吉
蔗
。
若
富
単
那
。
若
韋
陀
羅
等
。
諸
悩
人
者
。

皆
不
得
便
。
是
人
若
行
若
立
。
読
誦
此
経
。
我
爾
時
乗
。
六
牙
白
象
王
。
与
大
菩
薩
衆
。
倶
詣
其

所
。
而
自
現
身
。
供
養
守
護
。
安
慰
其
心
。
亦
為
供
養
法
華
経
故
。
是
人
若
坐
。
思
惟
此
経
。
爾

時
我
復
。
乗
白
象
王
。 

法華経 日めくり 令和 7 年（2025）12 月② 
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く 
 

よ
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ょ
う
ひ
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く 

せ
ん 

し
ょ 

ぶ
つ 

 
 

 

く
ょ
う 

 

せ
つ 

 

べ
ん 

 
 

ざ
い 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

12月   日   

大安 氐 

旧 10月 26日   

月曜    15  
  

諸
仏
護
念 

「
諸
仏
に
護
ら
れ
て
い
る
と
信
じ
る
こ
と
」 

 

妙
法
蓮
華
経
普
賢
菩
薩
勧
発
品
第
二
十
八 

   

じ
ょ 

 

ぶ
つ 

 
 

ご 
 

 

ね
ん 

｢

成
就
四
法｣

の
一
つ
目
。 

諸
仏
に
護
ら
れ
て
い
る
と
信
じ
る
こ
と
で
す
。 

仏
さ
ま
に
護
ら
れ
て
い
る
と
い
う
心
持
ち
に
な
る
と
は
、

仏
さ
ま
と
同
じ
大
慈
悲
心
を
持
つ
と
い
う
こ
と
で
す
。 

大
慈
悲
心
を
も
っ
て
一
切
衆
生
の
苦
し
み
を
除
き
、
幸
福

に
す
る
た
め
に
力
を
尽
く
す
人
を
、
諸
仏
は
喜
ん
で
お
護

り
く
だ
さ
る
の
で
す
。 

末
法
の
険
悪
な
世
の
中
で
も
、
大
慈
悲
心
を
持
つ
人
は
、

諸
仏
の
加
護
の
も
と
法
華
経
弘
通
が
で
き
る
の
で
す
。 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

12 月   日   

 赤口 房 

旧 10月 27日   

火曜    16  
｢

成
就
四
法｣

の
二
つ
目
。 

徳
を
積
む
よ
う
に
心
が
け
る
こ
と
で
す
。 

徳
を
積
む
根
本
に
は
、
仏
さ
ま
に
帰
依
す
る
心
が
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。 

仏
さ
ま
を
見
習
い
、
仏
さ
ま
と
同
じ
道
を
歩
も
う
と
努
め

れ
ば
、
自
ず
と
徳
を
積
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。 

煩
悩
に
左
右
さ
れ
る
自
分
の
心
に
振
り
回
さ
れ
て
、
道
に

迷
い
悩
む
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
仏
さ
ま
に
帰
依
し
、
徳

を
積
む
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。 

  

植
諸
徳
本 

「
仏
に
帰
依
し
、
徳
を
積
む
よ
う
に
心
が
け
る
こ
と
」 

 

妙
法
蓮
華
経
普
賢
菩
薩
勧
発
品
第
二
十
八 

  

じ
き 

 

し
ょ 

 
 

と
く 
 

ほ
ん 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

12 月   日   

先勝 心 

旧 10月 28日   

水曜    17  
｢

成
就
四
法｣

の
三
つ
目
。 

｢
聚｣

と
は
人
間
の
種
類
の
こ
と
。 

｢
正
定
聚｣

と
は
正
し
い
方
向
を
見
定
め
て
進
む
人
間
の

集
ま
り
で
す
。 

数
が
多
い
方
に
流
れ
た
り
、
声
が
大
き
い
人
の
い
る
方

に
引
き
込
ま
れ
た
り
せ
ず
、
た
と
え
少
数
で
あ
っ
て
も

正
し
い
方
向
に
進
む
仲
間
は
大
事
で
す
。 

法
華
経
を
信
じ
、
必
ず
仏
と
な
る
と
決
心
し
た
人
た
ち

が
集
ま
る
法
華
の
寺
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

入
正
定
聚 

 

「
必
ず
仏
に
成
る
と
決
心
し
た
者
の
仲
間
に
入
る
こ
と
」 

 

妙
法
蓮
華
経
普
賢
菩
薩
勧
発
品
第
二
十
八 

に
っ 

し
ょ
う 

 

じ
ょ
う 

 

じ
ゅ 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

12 月   日   

友引 尾    

旧 10月 29日   

木曜    18  
｢

成
就
四
法｣

の
四
つ
目
。 

一
切
衆
生
を
救
お
う
と
発
心
す
る
こ
と
で
す
。 

末
法
に
入
る
と
悪
人
や
間
違
っ
た
考
え
を
持
つ
も
の
が

増
え
て
き
ま
す
。 

一
切
衆
生
に
は
悪
人
た
ち
も
含
ま
れ
ま
す
。 

悪
人
や
考
え
方
が
違
う
人
間
を
相
手
に
す
る
の
は
嫌
だ

と
い
っ
て
い
て
は
、
結
局
誰
も
救
え
ま
せ
ん
。 

あ
ら
ゆ
る
人
を
見
捨
て
ず
救
お
う
と
い
う
決
心
が
滅
後

の
弘
教
に
は
必
要
な
の
で
す
。 

    

発
救
一
切
衆
生
之
心 

 

「
一
切
衆
生
を
救
お
う
と
発
心
す
る
こ
と
」 

妙
法
蓮
華
経
普
賢
菩
薩
勧
発
品
第
二
十
八 

ほ
っ 

く 
 

い
っ 

さ
い 

し
ゅ
じ
ょ
う 

し 

し
ん 

 
 

 

じ
ん 

 

ず
う 

 

り
き 
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２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

12 月   日   

 先負 箕    

旧 10月 30日   

金曜    19  
『
大
集
経
』
に
は
、
お
釈
迦
さ
ま
滅
後
の
時
代
を
五
つ
に

区
分
し
仏
教
の
変
遷
が
予
言
さ
れ
て
い
ま
す
。 

最
初
の
五
百
年
は｢

解
脱
堅
固(

仏
法
が
盛
ん
で
智
慧
を

得
て
悟
り
を
開
き
解
脱
す
る
者
が
多
い
時)｣

、
第
二
は

｢

禅
定
堅
固(
禅
定
を
保
つ
者
が
多
く
仏
法
の
持
続
さ
れ

る
時)｣

、
第
三
を｢

多
聞
堅
固(

実
践
が
次
第
に
衰
え
る
と

き
時)｣

、
第
四
を｢
造
寺
堅
固(

熱
心
に
寺
院
建
立
を
な
す

者
が
多
い
時)｣

、
そ
し
て
第
五
の｢

闘
諍
堅
固(

仏
法
が
廃

れ
邪
見
を
増
す
時)｣

は
末
法
の
初
め
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
最
後
の
五
〇
〇
年
を
「
後
の
五
百
歳
」
と
い
う
。 

  

後
五
百
歳 

「
お
釈
迦
さ
ま
滅
後
の
五
番
目
の
五
百
年
」 

 
 

 

我
が
浄
土
は
毀
れ
ざ
る
に 

而
も
衆
は
焼
け
尽
き
て 

妙
法
蓮
華
経
普
賢
菩
薩
勧
発
品
第
二
十
八 

  

ご 
 

 
 

ご 
 

 

ひ
ゃ
く 

さ
い 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳 

12 月   日   

大安 斗 

旧 11 月 1 日   

土曜    20  
誰
で
も
は
じ
め
は
一
生
懸
命
努
力
し
ま
す
が
、
そ
の
結
果

が
速
や
か
に
現
れ
な
け
れ
ば
失
望
し
た
り
、
邪
魔
を
す
る

者
が
出
て
き
た
り
し
ま
す
。 

そ
う
な
る
と
気
力
が
失
せ
、
投
げ
出
し
た
く
な
り
ま
す
。 

こ
れ
を｢
衰
患｣

と
い
い
ま
す
。 

｢

衰
患｣

を
除
く
た
め
に
は
、
目
先
の
こ
と
に
執
着
せ
ず
、

先
の
先
を
見
通
し
て
必
ず
仏
に
成
れ
る
の
だ
と
信
じ
、
安

穏
を
得
れ
ば
よ
い
の
で
す
。 

普
賢
菩
薩
は
そ
れ
を
お
釈
迦
さ
ま
に
申
し
出
ま
し
た
。 

  

除
其
衰
患 

「
衰
患
を
除
く
」 

 

妙
法
蓮
華
経
普
賢
菩
薩
勧
発
品
第
二
十
八 

 

じ
ょ 

 
 

ご 
 

 

す
い 
 

げ
ん 
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法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人
を
悩
ま
す
者
と
は
、
仏
さ
ま
の
教
え
を
弘
め
よ
う
と
努

力
し
て
い
る
人
が
何
か
間
違
い
を
起
こ
し
た
際
に
、
そ
の

間
違
い
を
吹
聴
す
る
よ
う
な
者
を
指
し
ま
す
。 

欠
点
を
こ
と
さ
ら
に
攻
撃
さ
れ
た
ら
、
ど
ん
な
に
善
い
事

を
し
て
い
る
人
で
も
押
し
つ
ぶ
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。 

長
所
を
認
め
て
よ
り
よ
い
結
果
が
出
せ
る
よ
う
に
応
援

し
、
欠
点
は
指
摘
を
し
て
正
す
よ
う
に
諭
す
よ
う
、
そ
っ

と
後
押
し
を
し
た
い
も
の
で
す
。 

普
賢
菩
薩
の
守
護
も
そ
う
い
う
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

み
ょ
う
が
っ
て
ん 

じ 
 

 
 

ふ 

こ
う 

て
ん 

じ 
 

 
 

ほ
う
こ
う 

て
ん 

じ 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

12月   日   

 赤口 女 

旧 11 月 2 日   

日曜    21  
  

諸
悩
人
者 

「
人
を
悩
ま
す
者
」 

 

妙
法
蓮
華
経
普
賢
菩
薩
勧
発
品
第
二
十
八 

 

し
ょ 

 

の
う 

 

に
ん 

 
 

し
ゃ 
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法華経 日めくり 令和 7 年（2025）12 月③ 

妙
法
蓮
華
経
普
賢
菩
薩
勧
発
品
第
二
十
八 

佛
告
普
賢
菩
薩
。
若
善
男
子
。
善
女
人
。
成
就
四
法
。
於
如
来
滅
後
。
当
得
是
法
華
経
。

一
者
為
諸
佛
護
念
。
二
者
植
諸
徳
本
。
三
者
入
正
定
聚
。
四
者
発
救
一
切
衆
生
之
心
。
善

男
子
。
善
女
人
。
如
是
成
就
四
法
。
於
如
来
滅
後
。
必
得
是
経
。
爾
時
普
賢
菩
薩
。
白
佛

言
。
世
尊
。
於
後
五
百
歳
。
濁
悪
世
中
。
其
有
受
持
。
是
経
典
者
。
我
当
守
護
。
除
其
衰

患
。
令
得
安
穏
。
使
無
伺
求
。
得
其
便
者
。
若
魔
。
若
魔
子
。
若
魔
女
。
若
魔
民
。
若
為

魔
所
著
者
。
若
夜
叉
。
若
羅
刹
。
若
鳩
槃
荼
。
若
毘
舎
闍
。
若
吉
蔗
。
若
富
単
那
。
若
韋

陀
羅
等
。
諸
悩
人
者
。
皆
不
得
便
。
是
人
若
行
若
立
。
読
誦
此
経
。
我
爾
時
乗
。
六
牙
白

象
王
。
与
大
菩
薩
衆
。
倶
詣
其
所
。
而
自
現
身
。
供
養
守
護
。
安
慰
其
心
。
亦
為
供
養
法

華
経
故
。
是
人
若
坐
。
思
惟
此
経
。
爾
時
我
復
。
乗
白
象
王
。
現
其
人
前
。
其
人
若
於
法

華
経
。
有
所
忘
失
。
一
句
一
偈
。
我
当
教
之
。
与
共
読
誦
。
還
令
通
利
。
爾
時
受
持
読
誦

法
華
経
者
。
得
見
我
身
。
甚
大
歓
喜
。
転
復
精
進
。
以
見
我
故
。
即
得
三
昧
。
及
陀
羅

尼
。
名
為
旋
陀
羅
尼
。
百
千
万
億
旋
陀
羅
尼
。
法
音
方
便
陀
羅
尼
。
得
如
是
等
陀
羅
尼
。

世
尊
。
若
後
世
。
後
五
百
歳
。
濁
悪
世
中
。
比
丘
。
比
丘
尼
。
優
婆
塞
。
優
婆
夷
。
求
索

者
。
受
持
者
。
読
誦
者
。
書
写
者
。
欲
修
習
是
法
華
経
。
於
三
七
日
中
。
応
一
心
精
進
。

満
三
七
日
已
。
我
当
乗
六
牙
白
象
。
与
無
量
菩
薩
。
而
自
囲
繞
。
以
一
切
衆
生
。
所
喜
見
身
。
現
其

人
前
。
而
為
説
法
。
示
教
利
喜
。
亦
復
与
其
。
陀
羅
尼
呪
。
得
是
陀
羅
尼
故
。
無
有
非
人
。
能
破
壊
者
。
亦

不
為
女
人
。
之
所
惑
乱
。
我
身
亦
自
。
常
護
是
人
。
唯
願
世
尊
。
聴
我
説
此
陀
羅
尼
。
即
於
佛
前
。
而
説
呪
曰 
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法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

12 月   日   

  先勝 虚 

旧 11 月 3 日 

日   月曜    22  
法
華
経
を
信
仰
し
た
ら
、
常
に
お
題
目
を
唱
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

し
か
し
、
真
の
信
仰
を
し
て
い
る
人
が
立
っ
て
い
る
だ

け
で
、
そ
の
心
が
自
然
と
姿
形
に
現
れ
、
周
囲
の
人
が
感

化
さ
れ
、
世
の
中
全
体
が
善
く
な
っ
て
い
く
も
の
で
す
。 

法
華
経
を
信
じ
、
常
に
世
の
た
め
人
の
た
め
に
な
る
こ

と
を
考
え
て
い
れ
ば
、
黙
っ
て
立
っ
て
い
る
だ
け
で
も

周
囲
に
影
響
を
与
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。 

そ
れ
が
法
華
経
に
よ
る｢
は
た
ら
き｣

な
の
で
す
。 

  

是
人
若
行
若
立 

「
こ
の
人 

若
し
は
行
き
、
若
し
は
立
ち
」 

 

妙
法
蓮
華
経
普
賢
菩
薩
勧
発
品
第
二
十
八 

ぜ 
 

 

に
ん 

 

に
ゃ
く 
 

ぎ
ょ
う 

に
ゃ
く 

り
ゅ
う 

冬至   
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法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

12 月   日   

 友引 危   

旧 11 月 4 日   

火曜    23  
普
賢
菩
薩
は｢

理｣

を
表
わ
し
、｢

白｣

は
そ
の｢

理｣

に
汚

れ
の
な
い
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。 

国
や
時
代
が
変
わ
れ
ば
風
俗
習
慣
が
変
わ
り
、
絶
対
的

な
真
実
な
ど
な
い
と
い
う
人
も
い
ま
す
。 

し
か
し
、
様
々
な
風
俗
習
慣
を
比
較
研
究
し
て
い
く
と
、

相
手
を
敬
う
心
や
平
和
へ
の
願
い
な
ど
、
根
底
に
は
一

致
す
る｢

理｣

が
見
え
て
く
る
も
の
で
す
。 

そ
の
絶
対
の｢

理｣

は
、
少
し
も
汚
れ
ず
、
変
わ
る
こ
と
が

な
い
と
示
す
た
め
に
白
い
象
に
乗
っ
て
い
る
の
で
す
。 

  

六
牙
白
象
王
① 

 

「
普
賢
菩
薩
が
乗
る
六
牙
の
白
象
」 

 

妙
法
蓮
華
経
普
賢
菩
薩
勧
発
品
第
二
十
八 

 

ろ
く 

 

げ 
 

 

び
ゃ
く 
 

ぞ
う 

 

お
う 
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２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

12月   日   

  先負 室   

旧 11 月 5 日   

水曜    24  
六
本
の
牙
は｢

六
根
清
浄｣

を
表
し
て
い
ま
す
。 

目
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
・
意
の
六
根
で
正
し
く
受
け
止
め
、

六
根
そ
れ
ぞ
れ
が
連
携
し
て
総
合
的
に
判
断
で
き
る
よ

う
に
な
る
こ
と
が｢

六
根
清
浄｣

で
す
。 

眼
で
見
え
る
情
報
だ
け
に
振
り
回
さ
れ
ず
、
六
根
を
総

動
員
し
て
物
事
を
見
極
め
、｢

理｣

に
近
づ
い
て
い
く
と
、

さ
ら
に
六
根
が
清
浄
に
な
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。 

白
象
王
の｢

王｣

と
は
、
象
の
王
様
と
い
う
意
味
で
は
な

く
、
非
常
に
優
れ
た
象
と
い
う
意
味
で
す
。 

  

六
牙
白
象
王
② 

「
普
賢
菩
薩
が
乗
る
六
牙
の
白
象
」 

 

妙
法
蓮
華
経
普
賢
菩
薩
勧
発
品
第
二
十
八 

   

ろ
く 

 

げ 
 

 

び
ゃ
く 
 

ぞ
う 

 

お
う 
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法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

12 月   日   

  仏滅 壁 

旧 11 月 6 日   

木曜    25  
｢

忘
失｣

と
は
お
経
の
文
句
を
忘
れ
る
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
、
仏
さ
ま
の
真
意
か
ら
遠
ざ
か
る
方
向
に
考
え
が

向
か
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。 

自
己
流
で
経
典
を
学
び
、
自
分
の
都
合
の
よ
い
よ
う
に

理
解
し
て
い
る
と
間
違
っ
た
考
え
が
身
に
つ
き
ま
す
。 

天
台
大
師
や
日
蓮
聖
人
な
ど
、
先
師
の
読
み
方
に
学
び
、

正
し
く
理
解
し
よ
う
と
努
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

普
賢
菩
薩
は
、
私
た
ち
が｢

忘
失｣

に
陥
ら
な
い
よ
う
に

共
に
読
誦
し
よ
う
と
寄
り
添
っ
て
く
れ
る
の
で
す
。 

  

有
所
忘
失 

「
仏
の
真
意
か
ら
遠
ざ
か
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
」 

 

妙
法
蓮
華
経
普
賢
菩
薩
勧
発
品
第
二
十
八 

   

う 
 

 

し
ょ 

 
 

も
う 
 

し
つ 
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法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

12月   日   

  大安 奎    

旧 11 月 7 日   

金曜    26  
法
華
経
を
受
持
読
誦
す
る
者
が
普
賢
菩
薩
の
身
を
見
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
悦
び
を
感
じ
、
緩
み
や
す
い
心
を
立
て

直
し
、
真
っ
す
ぐ
に
信
仰
に
励
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
と
、
普
賢
菩
薩
は
お
釈
迦
さ
ま
に
伝
え
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
普
賢
菩
薩
の
お
姿
を
思
い
浮
か
べ
、
自
分
に
足

り
な
い
と
こ
ろ
を
補
う
よ
う
に
努
め
て
い
け
ば
、
三
昧

(

心
が
静
か
に
統
一
さ
れ
平
安
な
状
態)

と
陀
羅
尼(

善
を

持
ち
悪
を
止
め
る
力
の
こ
と)

を
得
ら
れ
る
と
告
げ
ら
れ

ま
し
た
。 

  

得
見
我
身 

「
普
賢
菩
薩
の
身
を
見
る
こ
と
を
得
て
」 

 

妙
法
蓮
華
経
普
賢
菩
薩
勧
発
品
第
二
十
八 

   

と
っ 

 
 

け
ん 

 
 

が 
 

 

し
ん 
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法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

｢

旋｣

と
は
め
ぐ
ら
せ
る
こ
と
、｢

陀
羅
尼｣

と
は
善
を
持

ち
悪
を
止
め
る
力
の
こ
と
。 

百
千
万
億
人
以
上
の
無
量
の
人
々
に
、
次
か
ら
次
へ
と

「
陀
羅
尼
」
を
伝
え
る
た
め
に
は
、
正
し
い
教
え
を
伝
え

よ
う
と
す
る
熱
意
と
真
剣
に
聞
く
人
と
つ
な
が
り
続
け

る
縁
が
必
要
で
す
。 

善
い
事
を
し
て
悪
い
こ
と
を
正
す
と
い
う
思
い
が
次
か

ら
次
へ
と
伝
わ
っ
て
い
け
ば
、
百
千
万
億
と
い
う
大
き

な
広
が
り
に
な
っ
て
い
く
の
で
す
。 

き
ん 

な 

ら 

け
ん 

だ
つ
ば 

 

あ 

し
ゅ 

ら 
 

か 

る 

ら 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

12月   日   

  赤光 婁 

旧 11 月 8 日   

土曜    27  
  

旋
陀
羅
尼 

「
善
を
持
ち
悪
を
止
め
る
力
を
め
ぐ
ら
せ
る
」 

」 
 

妙
法
蓮
華
経
普
賢
菩
薩
勧
発
品
第
二
十
八 

   

せ
ん 

 
 

だ 
 

 

ら 
 

 

に 
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法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

12 月   日   

  先勝 胃    

旧 11 月 9 日   

日曜    28  
｢

法
音｣

と
は
仏
さ
ま
の
教
え
を
世
の
な
か
に
伝
え
て
い

く
こ
と
で
す
。 

そ
の
た
め
に
は
相
手
に
応
じ
て
適
切
な
説
き
方
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
適
切
に
方
便
を
用
い
ま
す
。 

普
賢
菩
薩
を
手
本
に
信
仰
に
励
み
、
仏
の
教
え
を
世
に

伝
え
る
た
め
に
必
要
な
方
便
を
用
い
、
聴
く
人
に
適
切

な
教
え
を
伝
え
る
力
が
得
ら
れ
る
わ
け
で
す
。 

普
賢
菩
薩
に
見
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
、
自
ら

の
力
を
引
き
出
す
よ
う
に
励
み
ま
し
ょ
う
。 

  

法
音
方
便
陀
羅
尼 

「
教
え
を
弘
め
る
た
め
に
方
便
を
駆
使
す
る
」 

  

妙
法
蓮
華
経
普
賢
菩
薩
勧
発
品
第
二
十
八 

  

ほ
う 

 
 

お
ん 

 
 

ほ
う 

 

べ
ん 

 

だ 
 

 
 

ら 
 

 

に 



不変山 永寿院 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法華経 日めくり 令和 7 年（2025）12 月④ 

妙
法
蓮
華
経
普
賢
菩
薩
勧
発
品
第
二
十
八 

若
魔
。
若
魔
子
。
若
魔
女
。
若
魔
民
。
若
為
魔
所
著
者
。
若
夜
叉
。
若
羅
刹
。
若
鳩
槃
荼
。
若
毘

舎
闍
。
若
吉
蔗
。
若
富
単
那
。
若
韋
陀
羅
等
。
諸
悩
人
者
。
皆
不
得
便
。
是
人
若
行
若
立
。
読
誦

此
経
。
我
爾
時
乗
。
六
牙
白
象
王
。
与
大
菩
薩
衆
。
倶
詣
其
所
。
而
自
現
身
。
供
養
守
護
。
安
慰

其
心
。
亦
為
供
養
法
華
経
故
。
是
人
若
坐
。
思
惟
此
経
。
爾
時
我
復
。
乗
白
象
王
。
現
其
人
前
。

其
人
若
於
法
華
経
。
有
所
忘
失
。
一
句
一
偈
。
我
当
教
之
。
与
共
読
誦
。
還
令
通
利
。
爾
時
受
持

読
誦
法
華
経
者
。
得
見
我
身
。
甚
大
歓
喜
。
転
復
精
進
。
以
見
我
故
。
即
得
三
昧
。
及
陀
羅
尼
。

名
為
旋
陀
羅
尼
。
百
千
万
億
旋
陀
羅
尼
。
法
音
方
便
陀
羅
尼
。
得
如
是
等
陀
羅
尼
。
世
尊
。
若
後

世
。
後
五
百
歳
。
濁
悪
世
中
。
比
丘
。
比
丘
尼
。
優
婆
塞
。
優
婆
夷
。
求
索
者
。
受
持
者
。
読
誦

者
。
書
写
者
。
欲
修
習
是
法
華
経
。
於
三
七
日
中
。
応
一
心
精
進
。
満
三
七
日
已
。
我
当
乗
六
牙

白
象
。
与
無
量
菩
薩
。
而
自
囲
繞
。
以
一
切
衆
生
。
所
喜
見
身
。
現
其
人
前
。
而
為
説
法
。
示
教

利
喜
。
亦
復
与
其
。
陀
羅
尼
呪
。
得
是
陀
羅
尼
故
。
無
有
非
人
。
能
破
壊
者
。
亦
不
為
女
人
。
之

所
惑
乱
。
我
身
亦
自
。
常
護
是
人
。
唯
願
世
尊
。
聴
我
説
此
陀
羅
尼
。
即
於
佛
前
。
而
説
呪
曰 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  先負 斗  

旧 8 月 8 日   

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

12月   日   月曜    29  
｢

求
索｣

と
は
正
し
い
教
え
を
求
め
索
す(

さ
が
す)

こ
と
。 

末
法
は
人
心
が
乱
れ
、
教
え
が
広
ま
ら
な
い
世
で
す
。 

間
違
っ
た
こ
と
を
堂
々
と
主
張
し
、
と
き
に
は
力
づ
く

で
考
え
を
押
し
付
け
よ
う
と
す
る
輩
も
出
て
き
ま
す
。 

声
の
大
き
い
者
に
逆
ら
え
ず
、
生
き
る
意
味
を
見
失
っ

て
し
ま
う
人
も
出
て
き
ま
す
。 

ど
の
よ
う
な
世
の
中
で
も
、
正
し
い
教
え
を
求
め
索
し
、

た
と
え
少
数
で
も
正
し
い
教
え
を
伝
え
る
人
を
普
賢
菩

薩
は
守
護
し
て
く
だ
さ
る
の
で
す
。 

  

求
索 

「
正
し
い
教
え
を
求
め
索
す
」 

  

妙
法
蓮
華
経
普
賢
菩
薩
勧
発
品
第
二
十
八 

 

ぐ
っ 

 

し
ゃ
く 

  友引 昴    

旧 11 月 10 日   
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法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

12 月   日   

  先負 華    

旧 11 月 11 日   

火曜    30  
｢

修
習｣

と
は
、｢

受
持
・
読
・
誦
・
解
説
・
書
写｣

の
五
種

法
師
行
を
繰
り
返
し
行
な
い
身
に
つ
け
る
こ
と
。 

｢
求
索｣

し
た
真
実
の
教
え
を
信
じ
る
こ
と
が｢

受
持｣

。

そ
の｢
受
持｣

し
た
信
心
が
弛
ま
ぬ
よ
う
に
、｢

読
・
誦
・

解
説
・
書
写｣

の
助
行
を
繰
り
返
す
の
で
す
。 

お
題
目
を
唱
え
る
こ
と
は
大
事
で
す
が
、
我
々
凡
夫
が

唱
題
だ
け
で
信
心
を
た
も
つ
の
は
難
し
い
こ
と
で
す
。 

助
行
を
繰
り
返
し
精
進
す
る
人
を
普
賢
菩
薩
は
守
護
し

て
く
だ
さ
る
の
で
す
。 

   

欲
修
習
是
法
華
経 

 

「
法
華
経
を
修
習
せ
ん
と
欲
せ
ば
一
心
に
精
進
す
べ
し
」 

  

妙
法
蓮
華
経
普
賢
菩
薩
勧
発
品
第
二
十
八 

  

よ
く
し
ゅ
う
し
ゅ 

ぜ 
 

ほ 
 

け 

き
ょ
う 
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法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

12 月   日   

  仏滅 觜    

旧 11 月 12 日   

水曜    31  
三
七
日
と
い
う
数
字
に
と
ら
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
あ

る
期
間
は
一
心
に
精
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と

を
示
す
経
文
で
す
。 

短
い
時
間
で
あ
っ
て
も
、
一
切
の
世
事
を
捨
て
、
一
つ
の

こ
と
を
考
え
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
信
心
を
結
実
す
る

の
は
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。 

生
活
の
片
手
間
に
学
ん
で
い
る
と
、
少
し
わ
か
り
か
け

て
も
そ
ば
か
ら
忘
れ
て
い
く
も
の
で
す
。 

一
時
で
も
一
心
に
精
進
す
る
決
意
が
大
事
な
の
で
す
。 

  

於
三
七
日
中 

「
一
時
で
も
一
心
に
精
進
す
る
べ
し
」 

  

妙
法
蓮
華
経
普
賢
菩
薩
勧
発
品
第
二
十
八 

  

お 
 

 
 

さ
ん 

 

し
ち 

 

に
ち 

 

ち
ゅ
う 
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法華経 日めくり 令和 7 年（2025）12 月⑤ 

妙
法
蓮
華
経
普
賢
菩
薩
勧
発
品
第
二
十
八 

若
魔
。
若
魔
子
。
若
魔
女
。
若
魔
民
。
若
為
魔
所
著
者
。
若
夜
叉
。
若
羅
刹
。
若
鳩
槃

荼
。
若
毘
舎
闍
。
若
吉
蔗
。
若
富
単
那
。
若
韋
陀
羅
等
。
諸
悩
人
者
。
皆
不
得
便
。
是
人

若
行
若
立
。
読
誦
此
経
。
我
爾
時
乗
。
六
牙
白
象
王
。
与
大
菩
薩
衆
。
倶
詣
其
所
。
而
自

現
身
。
供
養
守
護
。
安
慰
其
心
。
亦
為
供
養
法
華
経
故
。
是
人
若
坐
。
思
惟
此
経
。
爾
時

我
復
。
乗
白
象
王
。
現
其
人
前
。
其
人
若
於
法
華
経
。
有
所
忘
失
。
一
句
一
偈
。
我
当
教

之
。
与
共
読
誦
。
還
令
通
利
。
爾
時
受
持
読
誦
法
華
経
者
。
得
見
我
身
。
甚
大
歓
喜
。
転

復
精
進
。
以
見
我
故
。
即
得
三
昧
。
及
陀
羅
尼
。
名
為
旋
陀
羅
尼
。
百
千
万
億
旋
陀
羅

尼
。
法
音
方
便
陀
羅
尼
。
得
如
是
等
陀
羅
尼
。
世
尊
。
若
後
世
。
後
五
百
歳
。
濁
悪
世

中
。
比
丘
。
比
丘
尼
。
優
婆
塞
。
優
婆
夷
。
求
索
者
。
受
持
者
。
読
誦
者
。
書
写
者
。
欲

修
習
是
法
華
経
。
於
三
七
日
中
。
応
一
心
精
進
。
満
三
七
日
已
。
我
当
乗
六
牙
白
象
。
与

無
量
菩
薩
。
而
自
囲
繞
。
以
一
切
衆
生
。
所
喜
見
身
。
現
其
人
前
。
而
為
説
法
。
示
教
利

喜
。
亦
復
与
其
。
陀
羅
尼
呪
。
得
是
陀
羅
尼
故
。
無
有
非
人
。
能
破
壊
者
。
亦
不
為
女

人
。
之
所
惑
乱
。
我
身
亦
自
。
常
護
是
人
。
唯
願
世
尊
。
聴
我
説
此
陀
羅
尼
。
即
於
佛

前
。
而
説
呪
曰 


